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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第44期

第３四半期累計期間
第45期

第３四半期累計期間
第44期

会計期間
自平成24年４月１日
至平成24年12月31日

自平成25年４月１日
至平成25年12月31日

自平成24年４月１日
至平成25年３月31日

営業収益 (千円) 3,997,417 4,221,043 5,381,630

経常利益 (千円) 2,339,733 2,662,603 3,070,943

四半期（当期）純利益 (千円) 1,377,824 1,556,236 1,799,566

持分法を適用した場合の投資利益 (千円) － － －

資本金 (千円) 2,307,848 2,307,848 2,307,848

発行済株式総数 (株) 109,935 10,993,500 109,935

純資産額 (千円) 22,468,195 24,116,414 22,889,937

総資産額 (千円) 56,491,887 56,647,895 59,341,962

１株当たり四半期（当期）純利益金
額

(円) 125.34 141.57 163.71

潜在株式調整後１株当たり四半期
（当期）純利益金額

(円) － － －

１株当たり配当額 (円) － － 3,000.00

自己資本比率 (％) 39.8 42.6 38.6

　

回次
第44期

第３四半期会計期間
第45期

第３四半期会計期間

会計期間
自平成24年10月１日
至平成24年12月31日

自平成25年10月１日
至平成25年12月31日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 44.91 47.42

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移について

は記載しておりません。

２．営業収益には消費税等を含んでおります。

３．当社は、平成25年10月１日付で普通株式１株につき100株の割合で株式分割を行っております。これに伴い、

前事業年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定して１株当たり四半期（当期）純利益金額を算定しており

ます。

４．持分法を適用すべき関連会社がないため、持分法を適用した場合の投資利益は記載しておりません。

５．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

　

２【事業の内容】

当第３四半期累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な変

更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第３四半期累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載した

事業等のリスクについての重要な変更はありません。

　

２【経営上の重要な契約等】

当第３四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

　

(1）業績の状況

当第３四半期累計期間におけるわが国経済は、政府による経済対策や日銀による金融緩和政策を背景として円高

是正と株価上昇が進行し、企業収益の回復と高額品を中心として個人消費の改善が見られるなど、堅調な推移とな

りました。

一方、海外経済においては、欧州や新興国の減速や政治不安による不透明感が払拭できない状況が続いており、

国内でも消費税増税による影響が懸念されるなど、景気の動向について引き続き留意する必要があります。

不動産金融市場におきましては、回復基調の国内景気を背景として不動産の流動性が堅調に推移しております

が、2020年の東京オリンピック開催が決定したこと等により都心の一部の地価や建設費に加熱した動きが見られま

す。

このような環境の下、当社におきましては、国内景気の回復に伴い、顧客獲得競争が激化していることから、従

来通り「債権の健全性」を重視しつつも、キャンペーンの実施等により積極的な顧客開拓を行ってまいりました。

その結果、第２四半期より増加に転じた営業貸付金残高は、当第３四半期会計期間における新規貸出額が回収額

を1,961,077千円上回ったことにより、当第３四半期会計期間末における営業貸付金残高は、前事業年度末の

53,518,149千円から422,059千円増加の53,940,208千円となりました。

当第３四半期累計期間における経営成績は以下の通りであります。

　

営業貸付金利息は、前年同四半期と比較して平均貸出利率が低下したものの、期中平均営業貸付金残高が前年同

四半期比4.7％増となったことや、不良債権の回収による収入を計上したことにより、前年同四半期比86,637千円

（2.6％）の増加となりました。その他の営業収益は、期中回収額が前年同四半期比23.6％増となったことによる

解約違約金の増加と、保証収益の増加が主因となり、前年同四半期比136,988千円（19.9％）の増加となりまし

た。

以上により、当第３四半期累計期間における営業収益は、前年同四半期比223,626千円（5.6％）の増加となりま

した。

金融費用は、平均有利子負債残高が前年同四半期比増加となったものの、平均調達金利が低下傾向にあること

や、前年同四半期において資金調達に係る初期費用の計上があったこと等により、前年同四半期比69,631千円

（10.8％）の減少となりました。

その他の営業費用は、役員退職慰労引当金繰入額が前年同四半期比17,513千円（75.8％）の減少、退職給付費用

が前年同四半期比26,014千円（88.8％）の減少となったこと等により、前年同四半期比63,292千円（6.6％）の減

少となりました。

以上により、当第３四半期累計期間における営業費用は、前年同四半期比100,220千円（6.0％）の減少となりま

した。

営業外損益は利益に大きな影響を与えるものはなく、特別利益は固定資産売却益の減少により前年同四半期比

10,435千円（87.0％）の減少となり、また、法人税等合計は前年同四半期比134,141千円（13.8％）の増加となり

ました。

以上の結果、当第３四半期累計期間における業績は、営業利益は2,659,548千円（前年同四半期比13.9％増）、

経常利益は2,662,603千円（同13.8％増）、四半期純利益は1,556,236千円（同12.9％増）となりました。

なお、当社は不動産担保ローン事業の単一セグメントであるため、セグメントに関連付けた記載は行っておりま

せん。
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(2）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期累計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

　

(3）研究開発活動

該当事項はありません。

　

(4）営業の状況

①　営業収益の状況

当第３四半期累計期間の営業収益をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称
当第３四半期累計期間

（自　平成25年４月１日
至　平成25年12月31日）

前年同四半期比（％）

不動産担保ローン事業 （千円） 4,221,043 5.6

報告セグメント計 （千円） 4,221,043 5.6

合計 （千円） 4,221,043 5.6

（注）消費税等につきましては、税込方式で表示しております。

　

②　営業貸付金増減額及び残高

区分

前第３四半期累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年12月31日）

当第３四半期累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年12月31日）

金額（千円） 金額（千円）

期首残高 48,455,338 53,518,149

期中貸付額 18,926,400 18,885,700

期中回収額 14,918,925 18,441,792

破産更生債権等振替額 － 21,848

貸倒償却額 1,783 －

四半期会計期間末残高 52,461,029 53,940,208

平均貸付金残高 50,355,926 52,724,522
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③　営業貸付金残高の内訳

利率別貸付金残高

利率別

前第３四半期会計期間末
（平成24年12月31日）

当第３四半期会計期間末
（平成25年12月31日）

件数 残高（千円） 件数 残高（千円）

　
構成
割合
（％）

　
構成
割合
（％）

　
構成
割合
（％）

　
構成
割合
（％）

7.0％以下 226 5.3 8,533,285 16.3 706 14.8 16,735,682 31.0

7.0％超　　 8.0％以下 534 12.5 12,836,300 24.5 1,066 22.4 17,051,469 31.6

8.0％超　　 9.0％以下 1,887 44.1 22,108,714 42.1 2,029 42.6 15,889,227 29.5

9.0％超　　10.0％以下 1,532 35.8 8,775,318 16.7 897 18.9 4,144,886 7.7

10.0％超　　11.0％以下 87 2.0 187,320 0.4 54 1.1 110,465 0.2

11.0％超　　12.0％以下 6 0.2 13,421 0.0 2 0.1 4,337 0.0

12.0％超　　13.0％以下 1 0.0 2,095 0.0 1 0.0 479 0.0

13.0％超　　14.0％以下 4 0.1 2,485 0.0 2 0.1 1,571 0.0

14.0％超　　15.0％以下 1 0.0 2,088 0.0 1 0.0 2,088 0.0

合計 4,278 100.0 52,461,029 100.0 4,758 100.0 53,940,208 100.0

（注）件数は同一顧客の場合でも契約が異なる場合は１件として計算しておりますので、顧客数での表示とは相違があり

ます。

　

④　調達実績

借入先別内訳

借入先別

前第３四半期累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年12月31日）

当第３四半期累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年12月31日）

調達額
(千円)

返済額
(千円)

四半期末残高
(千円)

調達額
(千円)

返済額
(千円)

四半期末残高
(千円)

都市銀行 2,500,000 2,000,100 3,402,699 200,000 1,450,748 2,040,951

地方銀行 5,017,000 4,013,655 10,963,477 4,550,000 4,864,659 11,156,034

信託銀行 600,000 1,417,433 1,412,633 600,000 938,866 1,259,266

その他銀行 2,700,000 2,000,000 4,486,000 2,500,000 2,173,000 5,387,500

証券化 － － － 2,500,000 － 5,000,000

事業会社 2,827,000 3,756,796 8,571,631 1,471,500 4,054,597 5,538,181

関係会社 3,500,000 50,000 3,450,000 － 1,910,000 430,000

合計 17,144,000 13,237,984 32,286,442 11,821,500 15,391,871 30,811,934
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種　　類 発行可能株式総数（株）

普通株式 36,000,000

計 36,000,000

　

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成25年12月31日）

提出日現在発行数
（株）

（平成26年２月３日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 10,993,500 10,993,500
東京証券取引所
（市場第一部）

単元株式数
100株

計 10,993,500 10,993,500 － －

　

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数

（株)

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高

（千円）

平成25年10月１日
（注）

10,883,565 10,993,500 － 2,307,848 － －

（注）株式分割（１：100）によるものであります。

　

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成25年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

　

①【発行済株式】

平成25年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　　　　　15 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　　　 109,920 109,920 －

単元未満株式 － － －

発行済株式総数 109,935 － －

総株主の議決権 － 109,920 －

（注）１．平成25年10月１日付で１株を100株に株式分割した結果、平成25年12月31日現在の発行済株式の保有状況は以

下のとおりです。

①　完全議決権株式（自己株式等）　　 　1,500株

②　完全議決権株式（その他）　　　10,992,000株

③　発行済株式総数　　　　　　　　10,993,500株

２．平成25年10月１日付で１単元の株式数を100株とする単元株制度を採用する定款変更を行っております。　

　

②【自己株式等】

平成25年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

株式会社アサックス
東京都渋谷区広尾
一丁目３番14号

15 － 15 0.01

計 － 15 － 15 0.01

（注）上記の株式分割の結果、平成25年12月31日現在の自己株式の保有状況は以下のとおりです。

①　自己株式総数　　　　　　　　1,500株

②　発行済株式総数に対する割合 　0.01％　

　

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】
　

１．四半期財務諸表の作成方法について
当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）及び「特定金融会社等の会計の整理に関する命令」（平成11年総理府・大蔵省令第32号）に基づいて作成してお

ります。

　

２．監査証明について
当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期会計期間（平成25年10月１日から平成25

年12月31日まで）及び第３四半期累計期間（平成25年４月１日から平成25年12月31日まで）に係る四半期財務諸表に

ついて、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。

　

３．四半期連結財務諸表について
四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則（平成19年内閣府令第64号）第５条第２項により、当

社では、子会社の資産、売上高、損益、利益剰余金及びキャッシュ・フローその他の項目から見て、当企業集団の財

政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に関する合理的な判断を妨げない程度に重要性が乏しいものとし

て、四半期連結財務諸表は作成しておりません。

なお、資産基準、売上高基準、利益基準及び利益剰余金基準による割合は次のとおりであります。

資産基準 0.8％

売上高基準 0.2％

利益基準 △1.0％

利益剰余金基準 △0.2％
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１【四半期財務諸表】
（１）【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

前事業年度
(平成25年３月31日)

当第３四半期会計期間
(平成25年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,093,760 1,314,352

営業貸付金 53,518,149 53,940,208

販売用不動産 96,209 29,822

前払費用 45,692 40,166

繰延税金資産 118,176 98,357

その他 430,005 190,076

貸倒引当金 △187,300 △189,100

流動資産合計 58,114,694 55,423,884

固定資産

有形固定資産 120,595 127,862

無形固定資産 26,813 23,810

投資その他の資産

破産更生債権等 70,780 22,003

その他 1,040,678 1,072,234

貸倒引当金 △31,600 △21,900

投資その他の資産合計 1,079,858 1,072,337

固定資産合計 1,227,268 1,224,011

資産合計 59,341,962 56,647,895

負債の部

流動負債

短期借入金 13,617 －

1年以内返済予定の長期借入金 14,512,269 12,764,222

1年内返済予定の関係会社長期借入金 2,340,000 －

未払金 51,296 41,673

未払費用 57,822 56,083

未払法人税等 763,185 469,781

預り金 24,149 28,895

前受収益 109,410 65,619

賞与引当金 21,115 2,950

利息返還損失引当金 11,600 12,000

その他 493 2

流動負債合計 17,904,961 13,441,227

固定負債

長期借入金 17,516,418 17,617,711

関係会社長期借入金 － 430,000

役員退職慰労引当金 1,004,113 1,009,713

退職給付引当金 25,500 28,100

その他 1,032 4,728

固定負債合計 18,547,063 19,090,253

負債合計 36,452,024 32,531,481

純資産の部

株主資本

資本金 2,307,848 2,307,848

利益剰余金 20,583,339 21,809,816

自己株式 △1,250 △1,250

株主資本合計 22,889,937 24,116,414
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純資産合計 22,889,937 24,116,414

負債純資産合計 59,341,962 56,647,895
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（２）【四半期損益計算書】
【第３四半期累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年12月31日)

営業収益

営業貸付金利息 3,310,758 3,397,395

その他の営業収益 686,659 823,648

営業収益合計 3,997,417 4,221,043

営業費用

金融費用 646,282 576,651

売上原価 61,306 94,009

その他の営業費用 954,127 890,835

営業費用合計 1,661,716 1,561,495

営業利益 2,335,700 2,659,548

営業外収益

受取利息 175 219

受取手数料 148 132

償却債権取立益 1,351 1,180

雑収入 2,356 1,523

営業外収益合計 4,032 3,055

経常利益 2,339,733 2,662,603

特別利益

固定資産売却益 11,991 1,556

特別利益合計 11,991 1,556

特別損失

固定資産除却損 218 100

特別損失合計 218 100

税引前四半期純利益 2,351,506 2,664,059

法人税、住民税及び事業税 953,745 1,084,645

法人税等調整額 19,936 23,177

法人税等合計 973,682 1,107,823

四半期純利益 1,377,824 1,556,236
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【注記事項】

（貸借対照表関係）

偶発債務の状況は以下のとおりであります。

　
前事業年度

（平成25年３月31日）
当第３四半期会計期間
（平成25年12月31日）

保証業務に係る債務保証残高 110,402 千円 1,085,497 千円

　

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

当第３四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期累計

期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

　
前第３四半期累計期間

（自　平成24年４月１日
至　平成24年12月31日）

当第３四半期累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年12月31日）

減価償却費 14,626 千円 16,184 千円

　

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期累計期間（自平成24年４月１日　至平成24年12月31日）

配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月28日
定時株主総会

普通株式 164,880 1,500 平成24年３月31日 平成24年６月29日 利益剰余金

　

Ⅱ　当第３四半期累計期間（自平成25年４月１日　至平成25年12月31日）

配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月27日
定時株主総会

普通株式 329,760 3,000 平成25年３月31日 平成25年６月28日 利益剰余金

　

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

当社は、不動産担保ローン事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。
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（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第３四半期累計期間

（自　平成24年４月１日
至　平成24年12月31日）

当第３四半期累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 　 125円34銭 141円57銭

（算定上の基礎） 　 　 　

四半期純利益金額 （千円） 1,377,824 1,556,236

普通株主に帰属しない金額 （千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額 （千円） 1,377,824 1,556,236

普通株式の期中平均株式数 （株） 10,992,000 10,992,000

（注）１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．当社は、平成25年10月１日付で普通株式１株につき100株の割合で株式分割を行っております。これに伴い、

前事業年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定して１株当たり四半期純利益金額を算定しております。

　

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

　

２【その他】

該当事項はありません。　
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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　 独立監査人の四半期レビュー報告書　

平成26年２月３日

株式会社アサックス

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　公認会計士 松本　正一郎　　印

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　公認会計士 板谷　秀穂　　　印

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ア

サックスの平成25年４月１日から平成26年３月31日までの第45期事業年度の第３四半期会計期間（平成25年10月１日か

ら平成25年12月31日まで）及び第３四半期累計期間（平成25年４月１日から平成25年12月31日まで）に係る四半期財務

諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表

を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適

正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社アサックスの平成25年12月31日現在の財政状態及び同日をもって

終了する第３四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認めら

れなかった。

　

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　

(注)１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社が別途保管しております。

２．四半期財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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